	岩手型住宅賛同事業者応募用紙

（グループ用）

	名　称

（代表者氏名）
	

	設置の目的
	

	構成メンバー
	

	事務局連絡先

電話番号／FAX番号
	

	ホームページURL
	

	取り入れている

岩手型住宅の要素
	必須
	■ 次世代省エネ基準

	
	選択

(１つ以上)
	□ 県産木材の活用

	
	
	□ 木質バイオマスエネルギーの活用

	
	
	□ 地域性への配慮

	取り入れている

岩手型住宅の要素の具体的内容
	

	応募条件の

確認
	次の質問にお答え下さい。
	
	

	
	１.構成メンバーが禁固以上の刑に処せられたことはありますか。
	□ある
	□ない

	
	２.構成メンバーが建築士法、建設業法又は建築物の建築に関し罪を犯して罰金の刑に処せられたことはありますか。
	□ある
	□ない

	
	３.構成メンバーが過去５年以内に建築士法、建設業法等の建築物の建築に関する法律による処分を受けたことはありますか。
	□ある
	□ない


	岩手型住宅賛同事業者応募用紙

（グループ用）

	名　称

（代表者氏名）
	○○地域型住宅普及研究会

（内丸建設株式会社　代表取締役　内丸 太郎）

	設置の目的
	　林業家・製材所・設計事務所・工務店がグループを組み、○○地域に適した住宅として「○○地域型住宅」を定義しその普及を図ろうとするもの。

	構成メンバー
	・○○農林株式会社　　　　・○○製材所

・○○設計事務所　　　　　・○○工務店

	事務局連絡先

電話番号／FAX番号
	事務局：○○設計事務所

℡ 019-629-5934 ／ FAX 019-651-4160

	ホームページURL
	http://www.pref.iwate.jp/

	取り入れている

岩手型住宅の要素
	必須
	■ 次世代省エネ基準

	
	選択

(１つ以上)
	■ 県産木材の活用

	
	
	■ 木質バイオマスエネルギーの活用

	
	
	■ 地域性への配慮

	取り入れている

岩手型住宅の要素の具体的内容
	　○○地域に適した住宅を、地域の林業家・製材所・設計事務所・工務店が協議の上、○○地域型住宅として定義し普及を図っている。

　主な用件としては次のものがある。

・木造住宅とし、○○地域産木材を80％以上使用すること。

・次世代省エネ基準に適合すること。

・ペレットストーブ又は薪ストーブを設置すること。

・可能な限り梁等の架構が見えるようにすること。

　○○地域型住宅と表示するには、個別の住宅毎に○○地域型住宅審査委員会の認定を得なければならないこととしている。

　また、地域住民に○○地域型住宅を認知してもらうため、住まいづくりセミナーと題して、木材伐採や植林体験、木工体験などを年数回開催している。

	応募条件の

確認
	次の質問にお答え下さい。
	
	

	
	１.構成メンバーが禁固以上の刑に処せられたことはありますか。
	□ある
	■ない

	
	２.構成メンバーが建築士法、建設業法又は建築物の建築に関し罪を犯して罰金の刑に処せられたことはありますか。
	□ある
	■ない

	
	３.構成メンバーが過去５年以内に建築士法、建設業法等の建築物の建築に関する法律による処分を受けたことはありますか。
	□ある
	■ない


記入例





取り入れている岩手型住宅の要素について具体的に記入する。





取り入れている岩手型住宅の要素について１つ以上にチェックを入れる。





応募条件の確認のため、質問に回答して下さい。








